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高等学校 2年生 保健体育科学習指導案 

 

１ 単元名  「健康を支える環境づくり」  食品の安全性 

 

２ 単元について 

 健康の保持増進には、個人の力だけではなく、個人を取り巻く自然環境や社会の制度、活動などが深

く関わっている。したがって、全ての人が健康に生きていくためには、環境を整備しそれを活用する上

で、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、環境と健康、食品と健康、保健・医療制度及び

地域の保健・医療機関、様々な保健活動や社会的対策、健康に関する環境づくりと社会参加などについ

て、理解を深めるとともに、これらの課題の解決に向けて思考・判断・表現することができるようにす

る必要がある。 

 このため、本内容は、人間の生活や産業活動が自然環境を汚染し健康に影響を及ぼすことがあり、そ

れらを防ぐには、汚染の防止及び改善の対策を取る必要があること、また、環境衛生活動は、学校や地

域の環境を健康に適したものとするよう基準が設定され、それに基づいて行われていること、食品の安

全性確保は、健康の保持増進にとって重要であり、食品衛生活動は、食品の安全性を確保するよう基準

が設定され、それに基づいて行われていること、保健・医療制度や地域の保健・医療機関を適切に利用

することが重要であり、その活用に関わる方法を学ぶとともに、医薬品は有効性や安全性が審査されて

おり、正しく利用することが有効であること、我が国や世界では、健康課題に対応して様々な保健活動

や社会的対策が行われていること、健康に関する環境づくりが重要であり、積極的な社会参加が人々の

健康につながること、適切な情報の活用が有効であることなどを中心として構成している。 

 

３ 単元の目標 

知識・技能 

 

健康を支える環境づくりについて、健康の保持増進に関する課題の解決に役立つ

環境、食品の保健、及び我が国の保健医療制度や機関の適切な活用のための基礎

的な事項及びそれらと生活とのかかわりを理解することができるようにする。 

思考力・判断

力・表現力等 

健康を支える環境づくりについて、社会生活における健康の保持増進に関わる課

題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学的に考え、判断

し、それらを表現できるようにする。 

学びに向かう

力・人間性 

健康を支える環境づくりについて、社会生活における健康の保持増進に関わる課

題について関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組もうとすることができるよう

にする。 

 

 

 

４ 生徒の実態と指導観 

 （1）生徒の実態 

  積極的な授業参加が見られる。授業内での切り替えが上手く、ペアワークからのスムーズな切り替え

が予想される。食事に対する、知識・関心があまり高くないことが予想されるため、教科書の太字を中
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心に、理解を深めさせたい。 

 （2）指導観 

食品表示を見たり、食品の安全性を守るための規定や行われている活動を知ったりすることを通して、

今私たちが安全な食生活を送れていることについて身近に考え、今後も安全な食生活を送るために自分

に何ができるかを考えるとともに、実行できるようになってほしい。また、食物アレルギーについて、

いつ自分に起こるかわからない身近なものであると理解するとともに、実際に目の前でアナフィラキシ

ーショックを起こした人が現れた際に、落ち着いて、周りと連携して、応急処置ができるような、知識

とロールプレイングによる実技力を身につけてほしい。 

 

５ 単元及び学習活動に即した評価規準 

健康安全への知識・技能 健康安全についての思考力・判断力・

表現力等 

健康・安全について、主体的に学

習する態度 

①人間の生活や産業活動
は，自然環境を汚染し健康
に影響を及ぼすことがある 
こと。それらを防ぐには，汚
染の防止及び改善の対策を
とる必要があること。また，
環境衛生活動は，学校や地
域の環境を健康に適したも
のとするよう基準が設定さ
れ，それに基づき行われて
いることを理解している。 
②食品の安全性を確保する
ことは健康を保持増進する
上で重要であること。また，
食品衛生活動は，食品の安
全性を確保するよう基準が
設定され，それに基づき行
われていることを理解して
いる。 
③生涯を通じて健康を保持
増進するには，保健・医療制
度や地域の保健所，保健セ
ンター，医療機関などを適
切に活用することが必要で
あること。また，医薬品は，
有効性や安全性が審査され
ており，販売には制限があ
ること。疾病からの回復や
悪化の防止には，医薬品を
正しく使用することが有効
であることを理解してい
る。 
④我が国や世界では，健康
課題に対応して様々な保健
活動や社会的対策などが行
われていることを理解して
いる。 
⑤自他の健康を保持増進す
るには，ヘルスプロモーシ

①健康を支える環境づくりに関す
る情報から課題を発見し，健康に関
する原則や概念に着目して解決の
方法を思考し判断するとともに，そ
れらを表現している。 

①健康を支える環境づくりにつ
いての学習に主体的に取り組も
うとしている。 
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ョンの考え方を生かした健
康に関する環境づくりが重
要であり，それに積極的に
参加していくことが必要で
あること。また，それらを実
現するには，適切な健康情
報の活用が有効であること
を理解している。 

 

６ 指導と評価の計画 

時間 主な学習内容 知識 思・判・表 学び 
 
１ 

大気汚染と健康    

 
２ 

水質汚濁,土壌汚染と健康 
 
 

  
 

 

 

 
３ 

環境と健康にかかわる対
策 

 
 
 

  

 
４ 

ごみの処理と上下水道の
整備 

   
 
 

 
５ 

食品の安全性 
 
1.食品の安全性と健康 
2.食品の安全性に関する
今日的課題 
⑴食中毒 
⑵食品添加物•輸入食品 
⑶食物アレルギー 
 

 ①  
 
 

 
６ 

食品衛生にかかわる活動   
 

 

 
７ 

保健サービスとその活用  
 
 

  

 
8 

医療サービスとその活用    

 
9 

医薬品の制度とその活用    

 
10 

さまざまな保健活動や社
会的対策 

   

 
11 

健康に関する環境づくり
と社会参加 
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７ 本時の展開 

① 本時の目標 

  ◉食品の安全性と健康のかかわりについて説明できる 

  ◉食品の安全性に関する今日的課題について説明できる 

 

②展開 

段階 学習活動 【 学習内容 】 指導上の留意点 ◇評価 

導 入

5分 

 

1.挨拶 

 

 

2.本時の目標（めあて）を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○はじめにワークシートを配布する。 

 

○めあてを板書し、生徒にはワークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒が問題についてイメージしやすくするため

にイラストを提示する。〔資料①〕 

 

○クイズ形式でイラストがどのような問題を表現

しているのかを当ててもらい、これから学ぶ内容

を確認させる。 

 

○食中毒のイラストを最後に見せて展開に話を繋

げる。 

 

展開 

35

分 

 

【食中毒について考える】 

3.食中毒の事例を見る。 

 ・2000 年雪印集団食中毒事件 

 

 

 

 

 

 

 

○教科書ｐ110 を開かせ、資料１「食品健康被害の

事例」を見るよう指示する。 

 

 

 

 

 

発問 2：食中毒を防止するにはどのようなことが大切か。 

予想される生徒の反応： 

・食中毒 

・食品添加物 

・輸入食品 

・食物アレルギー 

 

発問１：食品が健康を害する問題にはどのようなものがあるか。 

めあて 

食品の安全性と健康の関わりについ

て説明できるようになろう！ 
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【食中毒の発生状況について知る】 

4.食中毒の種類や、どのようにして起こ

るのかを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

【身近な食中毒防止策について考える】 

5.事例を踏まえて、食中毒を防止するに

は何が大切かを考えて、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食中毒予防について知る】 

6.食中毒予防の３原則について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教科書 p110 を開かせ、資料 2「食中毒の原因別

発生状況」を見るように指示する。 

 

○食中毒には感染性のものと非感染性のものがあ

ることを伝える。 

 

○学校で起こりがちなノロウイルスも感染はする

けれど食中毒であるということを伝え、食中毒に

ついてもっと身近な問題であると考えてもらう。 

 

○ワークシートに食中毒予防策について自分の考

えを記入させる。 

 

○机間指導を行う。 

 

○複数人を指名して、意見を全体に共有させる。 

 

○生徒から出た意見全てに適切なフィードバック

を行い板書する。 

 

○板書された意見もワークシートに記入させる。 

 

 

○食中毒予防の 3 原則を順番通り大きく板書しな

がら生徒に復唱させる。 

 

○ワークシートの空欄を埋めさせる。〔資料②〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問 3：食品添加物にどんな印象を持っているか。 

ｓ 

予想される生徒の反応： 

・体に悪い 

・摂りすぎるとよくない 

 

生徒の反応に対して： 

そう考えた理由を聞く 

 

教員の質問に対する生徒の反応： 

・根拠はわからない 

・今まで悪いと習ってきたから 

生徒の反応に対して： 

実際の添加物に関する事例や問題を提示し、

食品添加物の危険性や、起こりうる悪影響に

ついて理解を深めさせる。 
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【食品添加物の危険性を知る】 

7.食品添加物の摂りすぎや体に悪影響を

及ぼす食品添加物の危険性について知

る。 

 

【食品添加物の必要性を考える】 

8.食品添加物が含まれる理由や、厳しい

基準のもとで使用されていることにつ

いて知る。 

 

【食品添加物の種類や効果について知

る】 

9.実際の食品表示を見て、どんな添加物

が使われているか、またその添加物はど

のような用途で使われているか調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.グループで共有し、クラス全体に発表

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「紅麹」の事例を用いて、食品添加物の危険性に

ついての理解を深めさせる。 

 

 

 

○生徒がイメージしやすくするためにイラストを

提示する。〔資料③〕 

 

 

 

 

○実際の食品パッケージ（お菓子・カップラーメ

ン・菓子パン・和菓子）を用いて、添加物について

グループで調べさせる。（ICT 活用） 

 

◯生徒がイメージしやすくするために、実際に使

われている添加物の具体例を示して説明する。 

 

○生徒の集中が分散しないようにするため、ワー

クの概要を説明し切ってから食品を配布する。（こ

んな食品にはこのような添加物が使用されている

ということを、視覚的にも感じてもらいたいため、

実際に中身が入った食品を使用する。） 

 

○複数人指名して、調べた内容を黒板に書いても

らい、クラス全体に発表させる。 

 

◯発表が終わったら渡した食品を回収する。 

 

 

 

◆健康を支える環境づくりに関する情報から課題

を発見し，健康に関する原則や概念に着目して解

決の方法を思考し判断するとともに，それらを表
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【日本における輸入食品の実態を知る】 

11.輸入食品の危険性と安全性確保対策

の実態について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現している。 

            ｟思考・判断・表現｠ 

 

〈A 評価と判断するポイント〉 

様々な視点から、食品の安全性確保について考え、

積極的に意見交換を行ない、私たちが安全な食生

活を送ることについて、自分の考えをワークシー

トに記入し、枠を最後まで埋めている。 

発言機会が多く、積極的に意見を交換しようとい

う姿勢が見られる。 

〈C 評価と判断するポイント〉 

食品の安全性を確保するための決まりや活動につ

いて関心を持たず、他人事と考え、個人のワークや

グループ活動に消極的である。 

〈努力を要する生徒への手立て〉 

画像やイラストを用いてイメージの共有を易しく

する。 

安全な食生活を送るために自らできることがある

ということを食品表示を用いて気づかせ、考えを

深めさせる。 

グループ活動において巡視を行い、話し合いが円

滑に進むような発問をする。 

 

 

○食品表示で注目すべき点を伝え、今後自ら食品

表示を見る習慣がつくように促す。 

 

 

○海外から食品を輸入する際は、日本の基準が適

応されることを伝え、海外から日本に持ち込めな

いものがあることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

発問 4：食品アレルギーとどう向き合っていくか。 
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【食品アレルギーの発生のしくみを知

る】 

12.アレルギー発生の仕組みや種類、症状

について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アレルギー症状（アナフィラキシーシ

ョック）発生時の対応方法を学ぶ】 

13.アレルギー患者に対して、自分にでき

ることを考える。 

 

 

 

 

 

 

【エピペンの正しい使用方法を知る】 

14.エピペンの使い方を学ぶ。 

 

 

 

 

 

○教科書ｐ111 の資料 3「食物アレルギーの発生の

しくみとリスク要因」を見るように指示をする。 

 

○アレルギー発生の仕組みについてのキーワード

を黒板に提示し、生徒にワークシートの空欄を埋

めさせながら説明する。〔資料④〕 

 

○アレルギーは後天性であり、いつどこで誰に起

きるかわからないということを伝える。 

 

○口唇アレルギーについて説明して、身近なアレ

ルギーの危険について考えさせる。 

 

○アレルギーの程度には個人差があり、食品を口

にせずとも症状が出てしまうこともあるというこ

とについて、具体例を用いて説明する。 

 

 

○「学校活動（修学旅行）の行動班にアレルギー患

者のクラスメイトがいたら、自分にはどのような

手助けや配慮ができるか」というテーマを用いて、

アレルギー患者との関わり方についての理解を深

めさせる。 

 

○クラス内のアレルギー患者に対して、プライバ

シーの配慮を行う。 

 

○エピペンの使い方や正しい対応について、ワー

クシートの図と実演を用いて、黒板にワードを提

示しながら説明する。〔資料⑤〕 

 

○エピペンは医療行為のため、本人・家族・医療関

係者・（本人が打てない時に限り）教員しか実施す

ることはないが、手を支えてあげたり、一緒に秒数

を数えたり、正しい知識があることで緊急時に活

かせることを伝える。 
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ま と

め 

 

5分 

15.「今後私たちが安全な食生活を送るた

めに、今日から自分にできることは何

か」について、考えたことをワークシー

トに記入する。 

 

 

 

16.本時の授業内容を振り返り、今後の生

活に活かしていけるようにする。 

 

○本時で取り上げた内容（「食中毒」「食品添加物/

輸入食品」「食物アレルギー」）をもう一度提示し、

授業を振り返りながら考え、記入できるようにサ

ポートする。 

 

○記入させている時間は机間指導を行う。 

 

○数人を指名して発表してもらう。共感したもの

や新たに得た視点については、筆記具の色を変え、

ワークシートに記入させる。（傾聴の姿勢・授業へ

の積極的参加として評価の判断材料とする。） 

 

○本時の授業の振り返りながら、具体的にどのよ

うな取り組みを日常的に行なっていくのか、決意

を固めさせる。 

 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本時の目標（めあて） 

導入（〔資料 1 のイラスト〕） 

食中毒を防止するには 

（5.の内容） 

 

 

食品添加物の種類と効果について 

生徒の調べ学習の内容 

（9.10.の内容） 

アレルギー発生

のしくみ 

食中毒防止の

３原則 

 

エピペンの 

正しい使用方法 

まとめ（今後自分たちに何ができるか） 
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９.資料 

〔資料①〕 

◉食中毒・食品添加物・輸入食品・食品アレルギーを連想させるイラスト（画用紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔資料②〕 

◉食中毒予防の３原則 

 

 

 

〔資料③〕 

◉食品に添加物を使用する理由 

 

（画用紙に描き直したものを使用） 
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〔資料④〕 

◉アレルギー発生の仕組み 

 

 

〔資料⑤〕 

◉エピペンの使い方 

 

 

 


